
1 商 圏構造の動向

(1)10品 目合計でみる商圏タイプ※ (買物場所)別 の購買割合は、広域型商圏都市 60.7%

(前回調査 60.5%)、地域型商圏都市 30.7%(同 31.8%)、近隣型商圏都市 5.9%(同

6,1%)で あり、前回調査結果と比較 し、広域型商圏都市では 0.2ポ イン ト増加、地域

型商圏都市では 1.1ポイント減少、近隣型商圏都市では0.2ポイン ト減少している。

(図表①-1)[調査結果P42参照]

I 調 査結果の概要

○ 広域型商圏都市での購買割合は、買回性の高い「背広 ・スーツ」、「靴 ・バッグ」、「家電製

品」、「セーター ・ブラウス」、「家族づれの外食」で 60%を 超えてお り、すべての品目で最

も高くなっている。

前回調査結果との比較では、「医薬品 ・化粧品」や「食料品」は増加 しているものの「背広 ・

スーツ」や「セーター ・ブラウス」などの 5品 目で購買割合が減少 している。

① 地域型商圏都市での購買割合は、「日用品」、「医薬品 ・化粧品」、「食料品」などの最寄性

の高い品目で 40%程 度を占め、相対的に高くなっている。

前回調査結果との比較では、「家電製品」は前回同様であるが、それ以外の 9品 目すべて

で購買割合が減少 している。

① 近隣型商圏都市での購買害1合は、最寄性の高い「日用品」や、「食料品」が 10%を 超えてい

る。

前回調査結果との比較では、買回性の高い「背広 ・スーツ」や「靴 ・バック」などは増加 し

ているものの、最寄性の高い「日用品」や「食料品」で購買割合が減少 している。、

○ 県外での買物割合は 10品 目合計で 2.7%と 絶対値は小さいものの、微増傾向が続いてい

る。

前回調査結果 との比較では、買回性の高い「背広 ・スーツ」、「セーター ・ブラウス」、「靴 ・

バッグ」が増加 している。

商圏タイプとは、商圏人由、地元購買率、吸引市町村の数などの基準を設定し、県内の市町村 ・地区を

広域型商圏都市、地域型商圏都市、近隣型商圏都市の3類型に分類したものである。

(2)地 元購買率 (居住地で買物する割合)

比較すると0,3ポイント増加している。

は、65,9%であり、

(図表①-2、3、4)

前回調査結果 (65.6%)と

[調査結果 P43～48参照]

○  品 目別にみると地元購買率は、買回性の高い「靴 ・バック」、「背広 ・スーツ」、「セータ

ー ・ブラウス」で低く、最寄性の高い「食料品」、「日用品」、「医薬品 ・化粧品」で高くなっ

ている。
1前

回調査結果 と比較すると、最寄性の高い「医薬品 ・化粧品」や「食料品」が増加 してい

るものの、買回性の高い「靴 ・バ ック」や「セーター ・ブラウス」で購買割合が減少 してい

ィる。 (図表①-2)

①  品 目別にみると、地元購買構成比 (地元購買における商圏タイプ別の構成比)を 前回

調査結果と比較すると、広域型商圏都市では最寄性の高い「医薬品 ・化粧品」、「食料品」、

「日用品」が増加、地域型商圏都市では「背広 ・スーツ」、「家電製品」を除いたすべての品



目で減少、近隣型商圏都市ではすべての品目で増加または前回同様となっている。(図表

①-3)

①  商 圏タイプ別では、広域型商圏都市の 95.7%(前 回 96.4%)、地域型の 64.5%(同

65。9%)、近隣型の 18.5%(同 17。3%)の 居住者が地元で購買しており、前回調査結果

と比較すると広域型及び地域型では減少、近隣型では増力日となつている。(図表①-4)

(3)県 内流動 (居住地以外の県内都市での買物の割合)は 、31.4%で あり、前回調査結果

(32.7%)と比較すると1.3ポイン ト減少している。

(図表①-2、3、4)[調査結果P48参照]

①  品 目別に前回調査結果と比較すると、県内流動の割合は、「日用品」を除いたすべての

品目で減少 している。 (図表①-2)         .

①  品 目別に県内流動構成比 (県内流動における商圏タイプ別の構成比)を 前回調査結果

と比較すると、広域型への流動では、買回性の高い「背広 ・スーツ」、「セーター ・ブラウ

ス」、「靴 ・バック」が減少 した。地域型への流動では、買回性の高い「背広 ・スーツ」、「セ

ーター ・ブラウス」、「靴 ・バック」が増加 した。(図表①-3)

①  商 圏タイプ別に前回調査結果 と比較すると、広域型、地域型、近隣型のいずれの商圏

タイプにおいて、県内流動が減少 し、県外流出が増加 している。 (図表①-4)

調査概要 図表①-1 商 圏タイプ別買物利用状況

( )は 前回 (平成 18年度)調 査値 単 位 :%
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調査概要 図 表①-2 品 目別流動状況

( )は 前回 (平成 18年度)調 査値 単 位 :%
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調査概要 図表①-3 流 動状況明細
( )は 前回 (平成 18年度)調 査値 単 位 :%

調査概要 図表①-4 商 圏タイプ別流動状況一品目総合一

( )は 前回 (平成 18年度)調 査値 単 位 :%

□地元購買       口 県内流動       口 県外流出

広域型

地域型

近隣型
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2 商 圏タイプ (買物場所)別 にみた商国人口

(1)商 圏タイプ別の商国人口 (地元購買人口十流入人口)の規模を居住人口対商国人口比

率 (商国人口÷居住人口)と して指標化すると、広域型商圏都市 1.4イ(前回 1,47)、地

域型商圏都市 1.01(同 1.04)、近隣型商圏都市 0。18(同 0。21)と なっており、前回調

査結果と比較すると、すべての商圏タイプで減少している。

(図表②-1)[調査結果P49～50参照]

品目合計で商圏人日の構成をみると、広域型が 59,7%(前 回 59。3%)、地域型が 32.5%

(同33.1%)、 近隣型が 5.0%(同 6.1%)と いう分布になっている。前回調査結果と比

較すると、広域型が 0。4ポ イン ト増、地域型が 0.6ポイン ト減、近隣型が 1.1ポイン ト

減となつている。

広域型商圏都市の居住人口対商国人口比率は、「背広 ・スーツ」(1.80)をはじめとし

て、すべての品目で居住人 口を上回つたが、「食料品」や 「日用品」、「家族連れの外食」

を除いた 7品 目で減少 した。

地域型商圏都市の居住人口対商国人口比率は、「日用品」 (1.33)や 「医薬品 ・化粧品」

(1.28)な ど5品 目で 1を 上回つているものの、残る品目では居住人口を下回る結果 と

なっている。前回調査結果 と比較すると、「日用品」を除いたすべての品目で減少した。

近隣型商圏都市の居住人 口対商圏人口比率をみると、すべての品目で商圏人口が居住

人口を下回つている。

(2)広 域型及び地域型商圏都市の商圏人口に占める他都市からの吸引人口比率 (商国人

口に占める居住者以外の割合)は 、「食料品」で 10ポ イン ト以上の差がみられる。

(図表②-2)[調査結果P51参照]

①  広 域型 ・地域型商圏都市の商国人口に占める他都市からの吸引人口比率をみると、「背

広 ・スーツ」は商圏タイプ間でほとんど差異はみられないが、「食料品」では、地域型商圏

都市 (23.0%)が広域型商圏都市 (9.5%)よ り10ポイン ト以上高くなつている。

○

○

①

①



広域型(②居住人口 836千人) 地域型(②居住人口 646千人) 近隣型(②居住人口 563千人)

商目人口

①

(千人)

構成比

(%)

居住人口対

商国人口比率

①/②

商圏人口

①

(千人)

構成比

(%)

居住人口対

商圏人口比率

①/②

商圏人口

①

(千人)

構成比

(%)

居住人口対

商国人口比率

①/②

背 広 コスー ツ 1,503 74.2 1.80 0.60

セーター・ブラウス 1,323 26.3 0.32 41 0.07

下 着 1,119 1.34 38.4 0.18

靴 ・バ ッ グ 1,328 66.2 1.59 453 22.6 0,70 0.07

本 ・ C D 1.114 55.5 795 39.6 4`0 0.14

家 電 製 品 1,394 69.2 573 28.4 0.89 0.05

日 用 953 1.14 857 41.6 0.43

医薬品 B4ヒ粧品 825 41.0 184 0.33

食 料 908 46.9 1.09 788 40.7 235 0.42

家族づれの外食 1,391 68.7 549 0.85 0.08

△
ロ 計 12,021 6.534 32.5 1,016

平 均 1,202 1,44 102 0.18

調査概要 図表②-1 商 圏タイプ (買物場所)月叫にみた商圏人口

単位 :%

調査概要 図 表②-2 広 域型口地域型商圏都市の商圏比率

単位 :%

品 目

商圏

タイプ

地元購買

人口(%)

他都市からの吸引人口比率(%)

合計(商圏人口)広域型商

目から

地域型商

圏から

近隣型

商目から
小計①

背 広 ・ス ー ツ
広域型商圏都市 51.4 20.4 26.0 48.6 100.0   (1,503千 人 )

地域型商圏都市 51.9 31.4 100.0    (385千 人 )

食

広域型商圏都市 90.5 100.0    (908千 人 )

地域型商圏都市 77.0 20.4 23.0 100.0    (788千 人 )

家族づれの外食
広域型商圏都市 58.0 24.9 42.0 100ど0   (1,391 千 人 )

地域型商圏都市 54.1 31.8 45.9 100.0    (549千 人 )

注)商 圏人口は、地元購買人口と吸引人口を合計 した人口



3 商 圏人回の実勢

付〕
1広

域型商自都市の商自人由 (地元購貫人口■吸引人由)|は、|

■人 (前回■ 2331900人)||でありti前回調査結果と比較すると|

|■ると1内訳をみ|るとi地 元購買|(‐居住地での購1買‐>人 口|は|■0!|

1住地以外での購買)人 由ではユ6ポイント減少となう―ているも

(図表③,■1)|[調査結果‐P52～581参照]|li!■ !■|‐!■|■ ||

10‐品目平均で■20外100

26ポ イ‐ント減少し―てい

ポイント減少tl吸引||(居

福島市では、地元購買人口、吸引人口ともにすべての品目で減少した。また、地元購

買人口と吸引人口を合わせた商圏人口はすべての品目で減少となり、10品 目合計でも

4.0%減 少している。

郡山市では、地元購買人口が鞘ヒ・バック」など6品 目、吸引人口が「食料品」や 「本 ・C

D」など 7品 目でそれぞれ減少した。商圏人口は 7品 目で減少しており、10品 目合計で

も 1.7%減少している。

会津若松市では、地元購買人口が 「セーター ・ブラウス」など 8品 目で減少したが、

吸引人日は「背広 ・スーツ」と「家電製品」を除いた 8品 目で増加した。商国人口は 10品目

合計で 0,2%増加している。

いわき平地区では、地元購買人口が「家電製品」を除いたすべての品目で減少した。吸

引人口は、「背広 ・スーツ」など7品 目で減少している。商国人口は 10品目合計で 5.0%

減少している。

セ】|‐地域型商目都市|の商国人白は■前回調査結果と比較すると11rセ■夕■■ブラウスi
‐
■で■■5%減 tif食料‐品」!|で12i5%減となうていると,内訳をみるとi‐「セ|■夕!十■ブラウ

||スiti「食料品1!ともに地元購1貫
:人

‐白Ⅲ吸引人口が減少していると11■■ ■|||■ ■|■■

(図表③二2)[調 査結果IP59～64参照]

地域型商圏都市 (21市町 ・地区)の 商圏人口を前回の調査結果と比較すると、地元購

買人口はすべての市町 ・地区で減少している。吸引人口は 19市 町 ・地区、商圏人口は

20市町 ・地区で減少している。

「食料品」では、商圏人口は 12市町 ・地区で減少している。内訳をみると、地元購買人

口は 17市町 ・地区で、吸引人口は 11市町 ・地区でそれぞれ減少している。

碍)近 隣型商圏都市の商圏人回は、前回調査結果と比較すると、|‐「セニタ■■ブラウス」‐

||で1113%減少■‐r食料品」!まチ6%減少と!なつ|ている!内認を|みる!と■‐「ヤ■ター■■ブ
||ラウス」ti「食料品iともに地元購貫人由tl吸与1人口が減少しているよ ―|‐|‐|‐十11
・(函表③■3)|[調査結果1'65～701参照]■ ■■■|!■|‐ _■■■ ||■!■1■

■

近隣型商圏都市 (本調査で分析を行っている県内 24町村 ・地区)の 商圏人口を前回の

調査結果と比較すると、「セーター ・ブラウス」では、地元購買人口が 13町村 ・地区、吸

引人口が 8町村 ・地区でそれぞれ減少したため、商圏人口は、13町れ・地区で減少した。

「食料品」では、商圏人口が 18町村 ・地区で減少した。地元購買人日、吸引人口ともに

17町村 ・地区で減少している。
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○

○

○

①

○

①

①



調査概要 図 表CH 広 域型商圏都市の品目別商国人口 ・地元購買人ロ コ吸引人口の伸び率

対前回 (平成18年度)調 査値 単 位 :%

福島市 郡山市 会津若松市 いわき市平地区 合計

商圏
人口

地元

購買
人口

吸引
人口

商圏
人口

地元

購買
人口

吸引
人口

商目
人口

地元
購買
人口

吸引
人口

商目
人口

元

買

口

地
購

人

吸引
人口

商圏
人口

地元

購買
人口

吸引
人口

背広 ・スーツ ▲ 5。1 ▲ 3.6 ▲ 7,7 ▲ 1.4 ▲ 1.5 ▲ 1.3 ▲ 5.3 ▲ 4.1 A6.1 ▲ 8.9 ▲ 2.2 ▲ 12.4 ▲ 4.3 ▲ 2.6 ▲ 5.9

セ=タ ー・ブラウス ▲ 4.8 ▲ 5。1 A4.C ▲ 1 ▲ 9.1 ▲ 6.6 ▲ 4.4 ▲ 8.0 ▲ 2.2 ▲ 4.0

下 着 ▲ 1.2 ▲ 1 . 1 ▲ 1.9 ▲ 1.6 ▲ 7.2 ▲ 1 , 1 ▲ 4.5 ▲ 6.3 ▲ 3.2 ▲ 9.4 ▲ 2.2 ▲ 1.3 ▲ 4.3

靴 ・バ ッ グ ▲ 10.6 A 10。6 ▲ 10.6 ▲ 3.6 ▲ 7.3 ▲ 4.3 ▲ 10.9 ▲ 1■8 A 10。4 ▲ 6.1 ▲ 8.5 ▲ 3.3

本 CD ▲ 4.5 ▲ 1.8 ▲ 12.6 ▲ 6.1 ▲ 2.7 ▲ 20.3 ▲ 4.0 ▲ 5.4 ▲ 2.4 ▲ 3.1 ▲ 1.3 ▲ 7.6

家 電 製 品 ▲ 2.9 ▲ 1.0 ▲ 6.8 ▲ 4.8 AO.t ▲ 13.1 ▲ 1.8 Al.8 ▲ 1.8 ▲ 2.3 ▲ 2.9 ▲ 0。4 ▲ 6.3

日  用  品 ▲ 3.2 ▲ 0,7 ▲ 32.C ▲ 2.7 ▲ 1.5 ▲ 15.6 ▲ 0.6 ▲ 5.1

医薬品・化粧品 A2.6 ▲ 0.7 ▲ 19.4 ▲ 4.3 ▲ 1.8 ▲ 5.4 ▲ 8.4 ▲ 1.2 ▲ 1 . 1 ▲ 1

食 ▲ 1.4 ▲ 0.4 ▲ 23.1 ▲ 0.8 ▲ 22.7 ▲ 0。7 ▲ 1.8 ▲ 1.0 ▲ 0.5 ▲ 0.2 ▲ 3.3

家族づれの外食 ▲ 2,6 ▲ 1.7 ▲ 4.2 ▲ 1.3 ▲ 5.5 ▲ 3.7 ▲ 1 . 1 ▲ 5.6 ▲ 0。6 ▲ 1

計 A4.0 ▲ 2.6 ▲ 8,4 ▲ 1.7 ▲ 1.3 ▲ 2.7 ▲ 1.5 ▲ 5.0 ▲ 3.6 ▲ 6.3 ▲ 2.C ▲ 2.C ▲ 3.6



調査概要 図 表③-2 地 域型商圏都市の品目別商圏人口Ⅲ地元購買人口・吸引人日の伸び率

対前回 (平成18年度)調査値 単位 :%

市町・地区名
セーター・ブラウス 食料品

商国人口 地元購買人口 吸引人口 商圏人口 地元購買人口 吸引人口

俣 町 ▲ 5.0 ▲ 0.2 A14。 3 A10.6 ▲ 6.5 ▲ 19.1

1日 保 原 町 ▲ 20.4 ▲ 13.3 ▲ 22.2 0.9 ▲ 8口8

本 松 市 ▲ 8.2 ▲ 18.6 10.4 ▲ 5,4 ▲ 5。2 ▲ 6.0

1日 本 宮 町 ▲ 23.6 ▲ 19.2 ▲ 28.8 ▲ 0.7 ▲ 4.5

須 賀 市 4.9 A4.5 15.3 ▲ 1.7 ▲ 3.8

石 町 ▲ 15.8 ▲ 10。6 ▲ 22.6 Al.4 23.9

野 町 ▲ 17.3 ▲ 7.2 ▲ 25,4 ▲ 2,9 ▲ 4.6 0.0

1日 船 ヨ| 町 A14,7 ▲ 13.9 ▲ 15.6 0.3

白 河 市 ▲ 7.6 ▲ 0.6 ▲ 11.5 ▲ 8.3 AO.5 ▲ 21.4

矢 吹 町 ▲ 7.4 ▲ 1.6 ▲ 18.8 1.0 ▲ 8.7 30.3

相‖ 倉 町 A16.7 ▲ 12,7 ▲ 18.7 5.4 ▲ 1.3 22.6

多 方 市 ▲ 33.5 ▲ 29.2 ▲ 40.1 ▲ 8.1 ▲ 5.5 ▲ 15,9

津 坂 下 町 ▲ 32.9 ▲ 44,4 ▲ 24。1 ▲ 6.6 17.5

1日 回 島 町 ▲ 33.8 ▲ 33,1 ▲ 34.4 ▲ 1,9 ▲ 6.0

相 馬 市 ▲ 28.7 ▲ 26.3 ▲ 32.9 0.2 ▲ 0.3

1日 原 町 市 ▲ 2.4 ▲ 2.2 ▲ 2.5 ▲ 1,9 31.5

岡 町 A 10。8 ▲ 9,3 ▲ 12.8 A4,7 ▲ 5。2 ▲ 3.4

浪 江 町 ▲ 15,9 ▲ 27.6 ▲ 5,6 ▲ 14.8 ▲ 4,6 ▲ 33.5

い わ き 市 常 磐 地 区 A10.9 A4.2 ▲ 25.1 ▲ 9,1 A861 ▲ 13.8

い わ き市 小 名 浜 地 区 ▲ 3.3 ▲ 0.4 A10。 7 0.6 39.9

い わ き 市 勿 来 地 区 ▲ 27.7 ▲ 25,6 ▲ 47.9 A2.1 ▲ 2.0 ▲ 3,4

△

計 ▲ 11.5 ▲ 11.3 ▲ 11,6 ▲ 2.5 ▲ 2.6 ▲ 1.8

吸引人口減少市町・地区数 20



調査概要 図表③-3近 隣型商圏都市の品目別商圏人口・地元購買人口・吸引人日の伸び率

対前回 (平成18年度)調査値 単位 :%

町村口地区名
セーター・ブラウス 食料品

商国人口 地元購買人口 吸引人口 商圏人口 地元購買人口 吸引人口

桑 折 町 ▲ 29.7 ▲ 30.0 ▲ 29.1 ▲ 16.7 ▲ 21,9 91.4

1日 伊 達 町 ▲ 25.5 ▲ 51.8 ▲ 13.4 ▲ 2,1 ▲ 0。3 ▲ 4.5

国 見 町 ▲ 44.7 ▲ 51.6 ( + ) 19.4 27.7 ▲ 78.5

1日 梁 町 ▲ 49。1 ▲ 47,2 ▲ 58.4 A 10.0 ▲ 7,3 ▲ 31.1

1日
寄

山 町 ▲ 38.8 ▲ 38.8 43.3 23,7 185.3

鏡 石 町 ▲ 11口9 ▲ 5。4 ▲ 1987 ▲ 11.2 ▲ 11.6 A1060

浅 町 ( + ) ( + ) ▲ 17口4 ▲ 3.2 ▲ 87.5

古 殿 町 ▲ 39.3 ▲ 36.0 ▲ 10060

春 町 ▲ 48.6 A45,9 ▲ 67.2 ▲ 24.4

西 郷
斗
■ ▲ 11.8 A35,4 32.9 34.7

塙 町 37.9 87.7 ▲ 100.0 A 10.3 ▲ 6.7 ▲ 46.0

猪 ＋田 代 町 ▲ 12.7 ▲ 24.4 141.2 A5.2 ▲ 3.7 A18.5

1日 塩 町 509.8 303.4 ( + ) ▲ 19.8 ▲ 13.2 ▲ 41.0

西 津 町 ( 十) A4.5 ▲ 5。6 7 1 . 9

旧 会 津 高 田 町 ( + ) ( + ) ▲ 11.6 ▲ 7,9 ▲ 51.9

1日 南 郷
斗
Ｕ 155,5 155.5 98.4 98,4

只 見 町 ▲ 100.0 ▲ 100,0 ▲ 6.1 ▲ 9.7 ( + )

広 野 町 ▲ 39口8 ▲ 35.1 ▲ 100.0

大 熊 町 106.5 14,4 (■) 46,0 1 1 . 3 656.2

双 葉 町 ▲ 24.4 ▲ 24.4 ▲ 45。2 ▲ 42.0 ▲ 100,0

1日 同 町 33.6 ▲ 5.5 ▲ 77.8

い わ き 市 内 郷 地 区 ▲ 22!5 ▲ 17.4 A39.7 ▲ 7.5 A7.1 ▲ 11.3

いわき市四倉・久之浜・大久地区 21.2 ▲ 27,7 ( 十) A33.7 ▲ 32.5 ▲ 100,0

い わ き 市 好 間 地 区 ▲ ▲ 47.0 67.4 ▲ 16.7 ▲ 6.7 ▲ 41.9

計 ▲ 18.3 ▲ 18.0 ▲ 18.9 ▲ 5。6 A4.8 ▲ 10.3

商圏人口減少市町・地区数

注 :十 はプラス値 だが、/ 2 五 入 になるものを表記 している
また、「一」は前回調査結果が0の ため、伸び率が算出できないことを表す。



4 プ ロック別消費動向 (セーター ・プラウス、家電製品、食料品)

県北ブロックの地元購貫率は、「セーター ・ブラウス」が 62.3%(前 回 66.7%)、「家

電製品」が 66.2%(同 66.9%)、「食料品」が 88.5%(同 87.8%)で あり、前回調査結

果と比較すると、2品 目が減少している。(図表④-1)[調 査結果 P71～73参照]

○  前 回調査結果と比較すると、「食料品」が 0。7ポイント増加したが、「セーター・ブラウ

ス」が 4.4ポイント、「家電製品」が 0,7ポイントそれぞれ減少している。

県中ブロックの地元購買率は、「セーター ・プラウス」が 70.1%(前 回 70.9%)、「家

電製品」が 73.2%(同 70。2%)、 「食料品」が 89,1%(同 88.6%)で あり、前回調査結

果と比較すると、1品 目のみ減少 している。(図表④-1)[調 査結果 P74～76参照]

○  前 回調査結果と比較すると、「セーター ・ブラウス」が 0.8ポイント減少したが、「家電

製品」が 3,0ポイント、「食料品」が 0.5ポイントそれぞれ増加している。

つ
０ 県南ブロックの地元購買率は、「セーター ・ブラウス」が 38.3%(前 回 36.3%)、「家

電製品」が 41.9%(同 38.6%)、 「食料品」が 75.0%(同 72.4%)で あり、前回調査結

果と比較すると、3品 目とも増加している。(図表④-1)[調 査結果 P77～78参照]

①  前 回調査結果と比較すると、「セーター ・ブラウス」が 2.0ポイント、「家電製品」が 3.3

ポイント、「食料品」が 2,6ポイントいずれも増加している。 「セーター ・ブラウス」は 6

ブロックのうち県南ブロックのみ増加している。

“) 会津ブロックの地元購買率は、「セーター ・ブラウス」が 42口4%(前 回 44.8%)、「家

電製品Jが 44.1%(同 41.2%)、 「食料品」が 80。5%(同 79.0%)で あり、前回調査結

果と比較すると、1品 目のみ減少している。(図表④-1)[調 査結果 P79～81参照]

○  前 回調査結果と比較すると、「セーター ・ブラウス」が 2,4ポイント減少したが、「家電

製品」が 2,9ポイント、「食料品」が 1.5ポイントそれぞれ増加している。

脩)相 双ブロックの地元購買率は、「セーター ・ブラウス」が 36.7%(前 回 40,1%)、「家

電製品」が 43.6%(同 49.1%)、 「食料品」が 81.0%(同 80.1%)で あり、前回調査結

果と比較すると、2品目が減少している。(図表④-1)[調査結果P82～83参照]

○  前 回調査結果と比較すると、「食料品」が 0。9ポイント増加したが、「セーター ・ブラウ

ス」が 3.4ポイント、「家電製品」が 5.5ポイントそれぞれ減少している。全ブロックの中

で「家電製品」の減少幅が最も大きい。

脩〕 いわきブロックの地元購買率は、「セーター・ブラウス」が 52.3%(前回52.9%)、「家

電製品」が 52.5%(同 49.1%)、「食料品」が 86.5%(同 87.0%)で あり、前回調査結

果と比較すると、2品 目が減少している。(図表④-1)[調 査結果 P84～85参照]

○  前 回調査結果と比較すると、「家電製品」が 3.4ポイント増加したが、「セーター・ブラ

ウス」が 0,6ポイント、「家電製品」が 0,5ポイントそれぞれ減少している。「食料品」は 6

ブロックのうちいわきブロックのみ減少している。



仔)ブ ロック別に、地元購買、立地場所、買物店舗形態、買物店舗の選択理由、通信販

売の利用状況をみると、以下のようになっている。(図表④-2)

[調査結果P86～89参照]

[居住地での買物割合]

前回調査結果と同様に、県中ブロックで最も高く、県南ブロックで最も低くなってお

り、県北ブロック、県中ブロックを除く 4ブ ロックで、居住地以外での買物害J合が居住

地での買物割合を上回うている。

○  居 住地の買物割合は、県中ブロック (61.2%)、県北ブロック (59.0%)で 、居住地以

外での買物割合を大きく上回つているのに対して、県南ブロック (34.9%)、相双ブロッ

ク (37.3%)は 、居住地以外での買物割合を 25ポイント以上下回つている。

[立地場所別の買物割合]

買物先が中心商業地か郊外かの立地場所別の買物割合は、県北と県中ブロックで郊外

での買物割合が中心商業地での買物害J合を上回つているが、前回調査結果と比較すると、

県中と会津ブロックを除くブロックで、中心商業地での買物割合が増加 している。

①  中 心商業地での買物割合は、いわきブロック (64.3%)と相双ブロック (60.7%)で

他ブロックに比較し高くなっている。一方、郊外での買物割合は、県北ブロックが60,1%、

県中ブロックが 51.7%となり、過半数を占めている。

[買物店舗形態別の買物割合]

6ブ ロックとも「大型専門店 ・量販店」が最も高く、「スーパー」、 「デパー トJを含めた

3形態で 90%以 上を占めている。

○  買 物店舗形態別の買物割合をみると、「大型専門店・量販店」は県中ブロックが54,4%、

「スーパー」はいわきブロックが 31.3%、「デパート」は県南ブロックが 21,8%でそれぞれ

高くなっている。

[買物店舗を選んだ理由]

6ブ ロックとも「価格が安い」と「品数が多いJの 2項 目で、全体の約 60%を 占めている。

①  買 物店舗を選んだ理由は、各ブロックとも「価格が安い」が 30%を超えて最も多く、「品

数が多い」が約 30%で次に多いという結果となった。「車で行きやすい」が 15%を超えて

おり、前回調査に比べ全ブロックで割合が高くなっている。

[通信販売の利用状況]ち

前回調査結果と同様に、会津、相双ブロックが他のプロツクと比較して利用割合が高い。

①  通 信販売を利用しているうち、インターネットの利用割合が、前回調査に比べ全ブロ

ックで高くなっている。



県 北
ブロック

県 中
ブロック

県 南
ブロック

会 津
ブロック

十ロ   ヌ又

ブロック

いわき
ブロック

ブロック内市町村・地区数 ① 28 14

地元購買率(%)

セーター・ブラウス
62,3

(66.7)

70,1

(70。9)

38,3

(36.3)

42.4

(44.8)

36.7

(40。1)

52,3

(5219)

家 電 製 品
66.2

(66.9)

73,2

(70.2)

4 1 , 9

(38.6)

44.1

(41.2)

43.6

(49,1)

52.5

(49.1)

食 料
88.5

(87.3)

89.1

(88.6)

75.0

(72.4)

80,5

(79,0)

81.0

(80.1)

86.5

(87.0)

地元購貫率の

伸び率

セーター・ブラウス ▲ 4.4 ▲ 0.8 2.0 ▲ 2.4 ▲ 3.4 ▲ 0.6

家 電 製 品 ▲ 0。7 3.0 3.3 ▲ 5.5 3.4

食 料 0.7 0.5 0.9 ▲ 0.5

地元購買率減少
市町村地区数②

セーターコブラウス 10 4 12 4

家 電 製 品 10 4

食 料 4 10 13 8

減少市町村
・地区割合

(%)

②/①

セーター・ブラウス 58.8 50.0 33.3 42.9 28.6 69.2

家 電 製 品 52.9 55.6 33.3 60.7 42.9 53.8

食 料 23.5 55.6 50.0 46.4 57.1 61.5

調査概要 図表④-1 ブ ロック別消費動向

( )は 前回[平成 18年度]調査値  単 位 :%、 ポイント

調査概要 図 表④-2 ブ ロック別購買動向
(単位 :%)

ブ ロ  ッ  ク

買物場所 立地場所 買物店舗の形態 貫物店舗を選んだ理由 通信販売の利用
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県 北 ブ ロ ッ ク 590 399 54.3 ,6.6

県 中 ブ ロック 612 388 483

県 南 ブ ロック

会 津 ブ ロック 232

相双ブロック 627 125

いわきブロック



5 立 地特性にみる買物場所別の消費行動

買物場所が中心商業地か郊外かの立地特性別の買物割合は、前回調査結果と比較する

と、広域型商圏都市の「靴 Bバッグ」を除く全ての品目で中心商業地での買物割合が増加、

郊外での買物割合が減少している。一方、地域型商圏都市は 「食料品」を除く全ての品

目で中心商業地での買物割合が増加、郊外での買物割合が減少している。(図表⑤-1)

[調査結果P90～93参照]

広域型商圏都市では、「背広 ・スーツ」、「セーター ・ブラウス」、「靴 ・バック」という

買回性の高い商品は中心商業地の買物害1合が 50%を 超えたが、最寄性の高い商品を中心

に残 りの6品 目は郊外の買物害1合が 50%を 超えている。
一方、地域型商圏都市では、「家電製品」を除く8品 目で中心商業地における買物割合

が 5害Jを超えた。

中心商業地での買物割合を品目別に前回調査結果 と比較すると、広域型商圏都市の

「靴 ・バッグ」と地域型商圏都市の「食料品」を除いた品目で増加 している。中心商業地で

の買物割合の全体での増加幅は、地域型商圏都市のほうが広域型商圏都市より大きい。

○

①

22



調査概要 図 表C対  立 地特性別 (買物場所別)消 費購買行動
ン

買物場所

品 目・立 l l b培梓

広域型 地域型 増減

前回
(平成18年度)

①

今回
(平成21年度)

②

前回
(平成18年度)

③

今回
(平成21年度)

④ 般∞ 理∞
背 広 ・ ス ー ツ

中 心 商 業 地 540 56.2

郊 ▲ 2.2 ▲ 5.1

セーター ・ブラウス
中 心 商 業 地 556 56.5

郊 , 外 39.3 ▲ 1.0 ▲ 3.7

着下
中 心 商 業 地

郊 外 507 ▲ 0.2 ▲ 2,C

靴 ・ バ ッ グ
中 心 商 業 地 ▲ 1.0

郊 ▲ 1.6

本
中 心 商 業 地 579

郊 ▲ 1.7 ▲ 0.1

家 電 製 品
中 心 商 業 地

郊 外 585 58.5 50,3 ▲ 1.4

日 用
中 心 商 業 地 565

郊 外 ▲ 1.5 ▲ 1.6

医 薬 品 ・化 粧 品
中 心 商 業 地

郊 外 59_5 ▲ 21 ▲ 2.0

食 料
中 心 商 業 地 ▲ 0.9

郊 外 59.5 ▲ 0.5

〔レーダーチャート〕

<広域型・中心商業地>

一 軸 8年度 ― 珊 コ雑

セーター・ブラウス

医薬品・化粧品

く広域型口郊外>

セーター・ブラウ

医薬品・化粧品

<地 域型・郊外>

~輸 8年度 一 萌 分犠

七―ター・ブラウス

医薬品。化粧品

セーター・ブラウス

医薬品・化粧品 下着

靴・パッグ

<地 域型・中心商業地>



6 買 物行動の特性

(11■真物先の店舗形態は|‐「大型専門店■量1販店ilが15■ア%と最も高ぐ■以1下tl r‐ス|■本―+11

■■(2414%)tl:「デ″!■ヽ卜■(1■4%)|が続い|て!おサiこ|の1上位t形態―で1全体の|‐9‐0%以1上を|―

■1占め|ている
!す
|(図表⑥■1)十[調査結果IP04～10ま参照I■|||■|■■||■■|!|||■|■|■

①  背 広 ・スーツ、セーター ・ブラウス、下着、靴 ・バッグは 「大型専門店 ・量販店」と

「デパー ト」の割合がそれぞれ高かった。

①  本 ecDは 「大型専門店 ・量販店」が約 70%を 占めており、家電製品は 「大型専門店 ・

量販店」が 90%を 超えて圧倒的に高くなっている。

①  医 薬品 や化粧品は 「大型専門店 ・量販店」と 「スーパー」で全体の 85%以 上を占めて

いる。

①  食 料品は、「スーパー」が 86.4%と 圧倒的に高くなっており、日用品は、「スーパー」

と 「大型専門店 ・量販店」で全体の 90%以 上を占めている。

①  す べての商圏において、日用品と食料品は「スーパー」の占める割合が最も多く、それ

以外の品目はすべて「大型専門店 ・量販店」の占める割合が最も多くなっている。

t3ド1店舗形態別に|みた貫物店舗選‐択理由は十ス|■パ■ⅢⅢ大型車‐門店■量販店■|アウトレウ|

|■ヽ モ|■タレで1=|「価1格が安い1■!ユンピ■|エン|ス|ス|トア|で-1まlr‐車|で1行|=|や|すい1■fデバ|■|
|■トエで|ば|,品数|が多い1■個人商店では,「1行き|つ|け」|が'それぞれ最も高くなうている十1

(函表l⑥■3)|[調1査結果|,141‐|～14″参照]

○  大 型専門店 ・量販店とアウトレットモールでは、「価格が安い」と「品数が多い」の割合

が均衡している。

惚卜|‐1品目|】けにみ|た1買物店合甫選択理由は■背広■スキ|ツillセ■夕|■■‐ブラウ|スi
lll本!■ODで1まIT品数が多い」■下着■家‐竜裳1品■有商品■1産業1品十花症品t
l‐!「価格が安いrlの割合がそれ|ぞれ!高tirl(由美6■1メ1廟

‐
査結臭|,113～lti

靴||′ヽサグ:

1食1料1品!では

参照]■■■■

○  前 回調査と比較すると、家電製品と日用品を除いたすべての品目で、「価格が安い」が

増加した。一方、家電製品では 「品数が多い」、日用品では 「車で行きやすい」がそれぞ

れ増えている。

脩卜!商|ロタイ|プ別に賞物店舗選択‐理由を|みると■広域型商1目都市|ではf品数が1多い」tl地域
|!型と近1隣型1商!自1都市|では,す価格が安いi:|がそ|れぞれ最も1嵩(|なちlttiる手||■■■!||

|■(函表⑥■3)■調査結果|IPlia!～131参照rl‐■■.‐_._■ ■‐‐‐■‐■■‐|■■■■■

o す べての商圏タイプにおいて、背広 ・スーツ、本 ・CDの 2品 目は、「品数が多い」、

日用品、食料品の 2品 目については、「価格が安い」が最も高くなっている。

①  セ ーター ・ブラウスについては、広域型商圏都市及び県外では 「品数が多い」、地域型

商圏都市及び近隣型商圏都市では 「価格が安い」が最も高くなっている。

確)111商1自タイ|プ別tみ|た貫物店舗形態|の利1用書J合はi広域型|およ!び地域型
‐
商ロタイ!プにお

■いて■F大型専F弓店il量販店」|が150%以上と1最も大|き|く■近隣型|ではi‐「ス■″ヽ■iカド10%■

ilを1占め|ておりil県外では|「デバー■卜■‐が140%以上を占|め,ているま|■■■■||■■■■|■■■|を占め|て|お|サtl県外では|「デバー■|卜」|‐が,40%以上をi占|め,ているま||■11■||■|

|〈函表⑥■2)|[調査結果IP06～10,参1照111■■1■
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○  下 着、医薬品 ・化粧品の 2品 目は、広域型 !地域型及び近隣型商圏都市では、「価格が

安い」、県外では 「品数が多い」が最も高くなっている。

①  家 電製品は、広域型と地域型商圏都市では 「価格が安い」、近隣型商圏都市では 「行き

つけ」がそれぞれ最も高かつた。

①  靴 ・バッグは、広域型と近隣型商圏都市では 「品数が多い」、地域型商圏都市では 「価

格が安い」がそれぞれ最も高かつた。

調査概要 図表⑥-1 品 目別買物店舗形態
単位 :%

□個人商店 ロ スーパー 日 コンビニエンスストア 国 デパート ロ 大型専門店・量販店 ロ アウトレットモール

背 広 ,スーツ

セーター・ブラウス

下着

靴,バッグ

弟【・CD

家電製品

日用品

医薬品・化粧品

食料品

合計

●

　

　

　

　

・
６

0.3

0.8

0.6

2.5



調査概要 図 表02 商 圏タイプ別 ・品目別買物店舗形態

単位 :%

イ回

人

商

店

ス

ー

パ

ー

ス コ

ン

ビ

トニ

エ

ン

ア ス

Ｔ
　
パ
　
Ｉ
Ｂ
　
ト

皇里 大

型

専

門

店

販

店

モア

ウ

|う
ツ

ル ト

計

四

答

数

禾

記

入

票

数

背 広 ・スーツ

広 域 型 1,4 0,0 100.0 14,059

地 域 型 20.6 67.9 100.0 3,441

近 隣 型 46.4 100.0 295

県 外 54,4 100.0 1,027

セーター・ブラウス

広 域 型 46.6 100,0 12,547 400

地 域 型 54.0 100.0 4,662 190

近 隣 型 6.4 27.5 44.5 100.0 546

県 外 27.2 100.0 1,109

下 着

広 域 型 100.0 11,002

地 域 型 '17:3
0.1 55,3 100.0 6,930

近 隣 型 4.8 29.0 46.7 0.8 100.0 966

県 外 2.0 100:0 10

靴 ・パ ッ ゲ

広 域 型 50.7 100.0 12,815

地 域 型 57.5 100.0 3,966

近 隣 型 4.7 25.2 47.7 100.0

県 外 43.8 23.4 30。1 100.0 1,763

本 CD

広 域 型 6.0 72.3 100,0 10,918 424

地 域 型 100.0 7.208

近 隣 型 4.2 100.0 887 50

県 外 68.4 100:0

家 電 製 品

広 域 型 0.4 100,0 13,416

地 域 型 100,0 5,310 232

近 隣 型 100.0 327

県 外 0.5 100.0

日 用

広 域 型 52.5 0,7 100.0 9,519

地 域 型 1.4 55.9 0,9 100.0 7,450 322

近 隣 型 62.0 30.3 0.4 100,0

県 外 65.6 100.0 1

医薬品・化粧品

広 域 型 55.8 100.0 9,809

地 域 型 51.0 0.8 100,0 7,423 350

近 隣 型 43.7 41.1 0.4 100.0 1,804

県 外 32.0 44.5 100.0

食 料

広 域 型 6.4 100.0 9,109 386

地 域 型 86.4 100.0 7,069 338

近 隣 型 84.4 100.0 3,037

県 外 63.3 100.0 H

計

広 域 型 2.4 100,0 103,194 3,545

地 域 型 100.0 53,459 2,411

近 隣 型 50.7 32,2 0.7 100.0 10,690 480

県 外 2.0 42.7 30.2 22.6 100.0 4,752



単位 :上段は実数、下段は%

品

質

が

良

い

4面

格

が

安

い

口回

数

が

多

い

目
業

時

間
が
長
い

雰

囲

気

・
サ

ー

ビ

ス

が

良

い

票
で
行
き
や
す
い

行

き

つ

r十

計

未

記

入

個 人 商 店
861 867 266 260 816 2,030 5,891

14.6 13.4 14口7 4.5 4.4 13,9 34.5 100.0

ス

1,686 16,393 6,050 1,146 330 8,137 7,839 41,581 1,305

4.1 39.4 14.5 2.8 0,8 19.6 18.9 100.0

コンビニエンスストア

０．一一一一一一一一一十一一一一．．．．　　．
215 10 272 195 1,023

3.9 21.0 15.2 13.2 1.0 26,6 19.1 100,0

一Ｔ 卜

6,450 5,469 10,863 343 316 4,251 2,353 30,045 650

21:5 18,2 36.2 14:1 7.8 100.0

大型専門店・量販店
3,643 31,181 29,579 1,691 1,263 15,116 6,558 89,031 1,964

4.1 35.0 33.2 1.4 17.0 7.4 100.0

アウトレットモール
371 1,349 1,332 47 710 326｀ 4,196 157

32.1 31.7 1.5 16.9 7.8 100,0

△
ロ 計

13,051 55,398 48,847 3,642 2,226 29,302 19,301 171,767 4,314

32.3 28.4 1.3 11.2 100,0

調査概要 図 表⑥上3 買 物店舗形態別買物店舗選択理由

調査概要 図 表⑥-4 買物品目別 コ買物店舗選択理由

単位 : %

口品質が良い      回 価格が安い      □ 品数が多い      国 営業時間が長い

□雰囲気・サービスが良い 口 車で行きやすい    日 行きつけ

背 広 ・スーツ

セーター・ブラウス

下着

靴・バッグ

本。CD

家電製品

日用品

医薬品・化粧品

食料品

合計



調査概要 図表⑥-5 商 圏タイプ別口品目別買物店舗選択理由

単位 :%

ロロ

質

が

良

1画

格

が

安

口口

数

が

多

い

営
業
時
間
が
長
い

ス雰

囲
が気

良サ
|

いビ

車

で
行
き

や
す

い

行

き

つ

け

計

北
再 広 ロスーッ

広 域 型 17.7 23.0 36.7 0.5 190 14.5 100.0

地 域 型 29.4 33.7 0,7 15.8 8.1 100.0

近 隣 型 12.8 23.8 34.1 0.3 17.6 100.0

県 外 34.8 11,6 39,5 0.4 4.9 100.0

17.3 23.5 36.3 0。6 1.0 14.3 100.0

セーター・ブラウス

広 域 13.4 28.4 36.6 0.7 0.6 13.8 100.0

地 域 型 43.2 27,2 0.6 0.3 14.5 6.5 100.0

近 隣 36.8 30.5 0。9 0.4 16.3 9.4 100.0

県 外 21,0 15.8 48.0 0.6 1.4 100.0
ハ

計 12:2 31.5 34.7 0.7 0.6 13口6 100,0

下 着

広 先'型 10.2 41.0 27.5 0.8 0.3 14.0 100.0

地 托 20。9 0.7 0。2 13,6 5。4 100.0

近 型 52.0 0.4 14.3 7.8 100.0

県 外 15,2 23.9 41,2 1,0 8.7 100!0

口 計 45.7 24.8 0.8 0.3 13.8 6.0 100.0

靴 ・ バ ッ グ

広 域 型 17:0 22,4 39,6 0。7 0.6 13.7 5。9 100.0

地 域 型 34.1 32.8 0.8 0.7 16.4 100.0

近 隣 型 9.4 31,6 3218 0,6 16.6 100,0

県 外 29.4 15,5 42.8 0.6 4.7 100.0

15。9 24.5 38.3 0,7 017 13.6 6.2 100.0

本 CD

広 域 型 1.0 44.4 1.4 23.5 13.6 100.0

地 域 型 0!9 9.3 39.5 8,4 24.7 15口8 100,0

近 隣 型 8.0 36.2 8.5 24.0 20。9 100.0

県 外 3.4 10.7 63.1 3.4 2.0 5。4 100,0
一一”一Ｈ 1,0 42.3 1.4 23,9 14,7 100.0

家 電 製 品

広 域 型 3915 29.9 16.9 100,0

地 域 型 2.8 39.5 26.0 4.7 17.6 8,3 10010
近 隣 型 26。2 16.6 0,9 12.3 29.5 10010

県 外 45。1 31,3 4.9 11.0 100,0
△

計 39.3 28.6 4.1 16.9 7.4 100.0

日 用 口口

広 域 型 1.3 47.5 18.5 2.0
Ⅲ
O。4 18.4 11.8 100,0

地 域 型 1.4 46.0 17.3 0。4 20。4 100.0

近 隣 型 43.0 15:2 0.5 21.2 16.6 10010

県 外 46i9 23.4 18.8 100.0

計 1.4 46.4 17.8 2,0 0,4 19.5 12.5 100,0

医薬品口化粧品

広 域 型 4古3 38.0 21.4 2,0 15!0 100:01

地 域 型 20,9 1.8 16.4 100。0
近 隣 型 36.8 16.9 2。1 2,0 18.5 20.2 100.0

州 26.3 18.8 23.3 2.3 17.3 100:0

討 4.0 37.4 20。8 2.2 17,6 16.0 100.0

食 料 ロロ

云 域 型 3215 13.7 3,4 19.0 23,7 100.0
地 尭 型 6.0 33.0 12.3 3.4 1.2 20.71 23.4 100,0
近 協 型 l 3.71 31.3 9.31 1.0 2 1 . 5 1 30.2 100.0

外 | o!51 25,8 19。41 0,01 25.81 100.0

予 _計 | 5.81 埜 | 1 2 . 5 1 3.31 1,3 20.01 24.6 100.0

9品 目 合 計

広 域 型| 0111 30,71 30.81 1.01 1131 1 6 . 5 1 10,01 100.0

地 域 型| 4.61 36.2J 24.61 2.51 1 . 3 1 1 8 . 4 1 12.41 100,0

近 隣 型1 4.01 34.61 1 7 . 9 1 2.71 1 . 2 1 1 9 . 6 1 20,01 100,0

県 外 | 25.21 埜i01 42.41 0.81 1,51 6.71 6.51 100!0

合  計 | 7.61 32.21 2&41 21可可 1.31 11.31 100.0



7 通 信販売の利用状況

通信販売の利用割合 (9品目合計)は 、「カタログロテレビの利用」(11.5%)、「イン

ターネットの利用」(8.3%)合わせて1988%であり、前回調査結果 (17.5%)と比較し

て、2.3ポイント増加している。「カタログコテレビの利用」は1.4ポイント減少してい

るが、「インターネットの利用」は3.7ポイント増加している。(図表②-1、2)

[調査結果P152～154参照]

○  買 物支出別にみると、買物支出金額が増えるほど、通信販売の利用割合が高くなる傾

向がある。20万円以上の買物では、「インターネット」の利用割合が、「カタログ ・テレ

ビ」を超えている。

①  「 カタログ ・テレビ」の利用は、「セーター ・ブラウス」や 「下着」などの衣料品で高

く、「インターネット」は 「本 。CD」 で利用害J合が最も高い。

調査概要 図表②-1 品 目別通信販売利用状況   ()は 前回(平成18年度)調査値単位:%

調査概要 図 表②-2 買 物支出別通信販売利用状況 単位 :%

カタログ・テレビで利用している ロインターネットで利用している   □ 利用していない

背広・スーツ

セーター・ブラウス

下着

靴・パッグ

芥【・CD 2.2(28) 17_5(11.5)

家電製品 4.5(4.2)8.6(4_9)

日用品

医薬品B化粧品

日カタログ・テレビで利用している     ロ インターネットで利用している     0利 用していない

1 0万円未満

10～15万円未満

15～20万円未満

20万円以上

合計



8 居 住地の買物環境の変化

居住地の買物環境の変化については、市部 ・町村部の合計で 「何とも言えない」(58.0%)

が半数以上を占めて最も高く、前回と同じ割合となつている。続いて、「新しい店ができて便

利になつた」(2911%)が前回31,7%より2.6ポイント減少している。また、「空き店舗が増

えて不便になった」(12.9%)が前回 10t3%より2,6ポイント増加している。

(図表③-1、 2)[調査結果P155～162参照]

市部 ・町村部別にみた 「新 しい店ができて便利になつた」の害J合は、市部が 31.7%、

町村部が 18.3%と なり、市部の割合が高くなっている。一方、「何 とも言えない」の割

合は、町村部が 66.8%と なり、市部に比べて割合が高かつた。     、

ブロック別にみた 「新しい店ができて便利になつた」の害J合は、県中ブロックの 35.8%

が最も高く、これに対して会津ブロックの 19.o%が 最も低くなった。また、「空き店舗

が増えて不便になつた」の割合では、会津ブロックの 20.7%が 最も高く、県中ブロック

の 10.3%が最 も低かつた。

調査概要 図表③-1 市 部8町村部別居住地の買物環境変化( )は前回(平成18年度)調査値 単位:%

日新しい店ができて便利になつた      回 空き店舗が増えて不便になつた      回 何とも言えない

調査概要 図 表③-2 ブ ロック別居住地の買物環境変化 単位 :%

口新しい店ができて便利になった    □ 空き店舗が増えて不便になった    日 何とも言えない

県北

県中

県南

会津

相双

いわき

合計

20%        3096

○

○

30



9 最 近、特に注目していること

最近、特に注目していることについて、「ふるさと 。地場産品」(33.5%)の割合が最も

高 く、以下 「アウ トレウトモール」(26.6%)、「インターネット販売」(13.4%)、「無添加 ロ

無農薬商品」(1382%)、「リサイクル商品」(13.1%)の順で続いている。前回調査結果と

比較すると、「インダーネッ ト販売」、「無添加 口無農薬商品」の割合が低下している。一

方、「ふるさと 口地場産品」、「リサイクル商品」の割合が増加 している。(図表③-1、 2)

[調査結果 P163～171参照]

○  ブ ロック別でみると、いわきブロックを除いたすべてのブロックで、「ふるさと ・地

場産品」の害J合が高くなってお り、いわきブロックは、「アウトレットモール」の割合

が最も高くなっている。

①  「 リサイクル商品」、「無添加 ・無農薬商品」、「インターネット販売」は、会津ブロン

クが最も高くなつている。

①  買 物支出金額別にみると、買物支出金額が少ないほど 「リサイクル商品」及び 「アウ

トレットモール」への関心が高くなり、買物支出金額が多いほど 「インターネット販売」
への関心が高くなることが分かる。

調査概要 図表③-1 ブ ロック別最近、特に注目していること

( )は 前回 (平成 18年度)調 査値  単 位 :%

日リサイクル商品  □ 無添加・無農薬商品  □ お、るさと・地場産品  田 インターネット販売  ロ アウトレットモー

県北

県中

県南

会津

相双

いわき

合計



調査概要 図 表③-2 買 物支出別最近、特に注目していること

単位 :%

日リサイクル商品 口 無添加・無農薬商品 口 お、るさと・地場産品 国 インターネット販売 回 ァウトレットモール

1 0万円未満

10～15万円未満

15～20万円未満

20万円以上

合計

12.3

/ / 贋立_上

物i“物■■4' 韓難:華,革華難::
/ ＼ ＼

15.6 38.3

＼ /

笏11物■iど.3・i ■ 2      :

＼ ＼ ＼

ン



10 中 心市街地へ買物以外に出かける主な理由

中心市街地へ買物以外に出かける主な理由としては、「娯楽施設 口映画館など」(37.0%)

が最も多く、以下、「銀行 コ郵便局など」(18B l%)、「病院など」(15.9%)、「イベシ トな

ど」(14.8%)、「文化施設 口図書館など」(7.2%)の 順で続いている。

(図表①-1、2)[調査結果P172～180参照]

○  ブ ロック別でみると、県北、県中、いわきブロックでは 「娯楽施設 ・映画館など」、県

南、会津、相双ブロックでは 「銀行 ・郵便局など」の比率が高くなつている。また、県北

ブロックでは 「イベン トなど」、会津ブロックでは、「市役所 。役場など」及び 「病院など」、

いわきブロックでは 「文化施設 ・図書館など」が全ブロックの中でそれぞれ最も高い比率

となつている。

①  買 物支出別にみると、合計では 「娯楽施設 ・映画館など」(36,9%)が 最も多く、これ

に 「銀行 ・郵便局など」(18.1%)、「病院など」(15`9%)が 続いてお り、この 6項 目で

全体の 7割 以上を占めている。また、各選択項 目とも、各支出層間の比率に大きな差異

はみられないものの、「文化施設 。図書館など」は、支出額が増加するほど比率が高く、

「娯楽施設 ・映画館など」や 「イベン トなど」は、支出額が増加するほど比率が低くな

つている。

調査概要 図 表①-1 ブ ロック別中心市街地へ買物以外に出かける主な理由

( )は 前回 (平成 18年 度)調 査値  単 位 :%

日文化施設・図書館など   □ 娯楽施設・映画館など   田 市民ボランティア活動 など 口 市役所・役場など

口銀行・郵便局など     田 病院など         日 イベントなど

県北

県中

14`5(4.9)11.9(16.0

県南2.3(37)|

会津3.0(3,6)・

相双3.3(5.1)・ ・3.2(3.5) 33.4(38.9)

いわき

合計



調査概要 図表①-2 買 物支出別中心市街地へ買物以外に出かける主な理由

単位 :%

日文化施設・図書館など   口 娯楽施設・映画館など   田 市民ボランティア活動など 日 市役所・役場など
口銀行日郵便局など     回 病院など         日 イベントなど

10万円未満

10～15万円未満

15～20万円未満

、20万円以上

合計



11 歩 いて暮らせる買物環境の状況

(1)各 ブロックの拠点都市について、各ブロック内の消費動向を対象に買物場所別の 「セ

ーター ロブラウス」の買物頻度をみると、合計では、中心商業地、郊外とも 「半数に数

回程度」が過半数を占めて最も高い。また、「食料品」の買物頻度は、合計でみると、

中心商業地、郊外ともに 「ほぼ毎日」が最も高い。(図表①-1、2)

[調査結果P181～224参照]

拠点都市の 「セーター ・ブラウス」の買物頻度をみると、中心商業地では、二本松市、

相馬市を除くすべての都市で 「半年に数回程度」が過半数を占めて最も高い。前回調査

結果 と比較 して、「年 1回程度」の割合が 「月 1回程度」を上回つてお り、須賀川市を除

く10市町 ・地区で 「年 1回程度」の比率が高い。一方、郊外でも、二本松市を除くすべ

ての都市で 「半年に数回程度」が 50%を 超えて最も高い。

拠点都市について、「食料品」の買物頻度をみると、中心商業地では、「ほぼ毎日」が

福島市など8市 町 ・地区で、「週 3～4回 程度」が須賀川市と白河市でそれぞれ最も高か

つた。喜多方市は 「ほぼ毎 日」 と 「週 3～4回 程度」の割合が同じとなっている。

丁方、郊外については、「週 3～4回 程度」が二本松市など 5市 ・地区で、「ほぼ毎日」

が福島市など5市 、「週 1～2回 程度」が旧田島町でそれぞれ最も高い。

(2)各 ブロックの拠点都市について、「セーター ロブラウス」や 「食料品」の買物に利用す

る交通手段の割合を合計でみると、
‐
中心商業地、郊外のどちらも圧倒的に 「自家用車」

が多い。(図表①-3、4)[調査結果P225～253参照]|

各ブロックの拠点都市について、「セーター ・ブラウス」の買物に利用する交通手段を

みると、郊外については、「自家用車」がすべての市町 ・地区で 90%以 上を占めて最も高

く、喜多方市では 100%と なっている。
一方、中心商業地でも、「自家用車」がすべての市

町 ・地区で 90%を 超えて最も高く、次に、郡山市や会津若松市、福島市などでは「自転車」

が続いている。

各ブロックの拠点都市について、「食料品」の買物に利用する交通手段をみると、中心

商業地では、「自家用車」がすべての市町 ・地区で最も高く、次に福島市や郡山市、会津

若松市では 「自転車」が 10%以 上で続いている。一方、郊外についても、すべての市町 ・

地区で 90%程 度を占めて最も高く、旧田島町では 100%と なっている。

(3)最 寄性の高い品目である 「食料品」、「医薬品 日化粧品」の買物場所を合計でみると、

居住地が中心部、郊外の場合とも、買物場所は居住地の近くになる傾向がみられる。

(図表①-5、6)[調査結果P254～267参照]

「食料品」、「医薬品 ・化粧品」の買物場所 とも、居住地が中心部の場合は中心商業地

の比率が高く、居住地が郊外の場合は郊外の割合が高く、最寄性の高さがうかがえる。

ブロック別にみると、「食料品」については、
i居

住地が中心部商業地、中心部その他の

場合とも、買物場所を中心商業地とする割合が高い。一方、居住地が郊外の場合は、県

南と相双ブロックを除くすべてのブロックで郊外の割合が過半数を占めている。また、

「医薬品 ・化粧品」についても【居住地が中心部商業地、中心部その他の場合とも、中

心商業地で買物する割合が高く、居住地が郊外の場合は、「食料品」と同様に、県南と相

双ブロックを除くすべてのブロックで郊外にて買物する割合が高かった。

①

○

①

○

①

○



調査概要 図表①-1 買 物頻度にかかる分析 (セーター 8ブラウス)

単位 :%

買
物
頻
度

ほ
ぼ

毎

日

週

３
～

４
回

程
度

過

１
～

２
回

程
度

月
１
回
程
度

半
年

に
数
回

程
度

年
１
回
程
度

計

福 島 市
]心商 業 0.0 56,7 22.7 100.0

0.0 0.1 58.2 23.4 100.0

二 本 松 市
】心商 業」 0.0 0,0 0,0 12.0 48.2 39.8 100.0

0.0 0.0 0.0 26.7 41.7 100,0

郡 山 市
]心商 業 J 0.1 0.3 55.9 23.0 100.0

0.0 0.3 14.8 57.4 26.9 100.0

須 賀  川  市
]心商 業 士 0.0 0.4 26.9 51.9 100.0

60.7 100.0

白 河 市
コ心商 業よ 26.9 100.0

0.4 0.4 58.7 23.8 100,0

会 津 若 松 市
]心商 業士 0,0 57.4 25,4 100.0

外 0.0 57.0 28.3 100.0

喜 多 方 市
中心商 業抽 0.0 0.0 54.2 29.0 100.0

0.0 0.0 52.3 29.5 100,0

旧 田 島 町
コ心商 業測 0.0 0,0 0,0 20.0 51.4 100.0

0.0 0,0 55.6 33.3 100.0

馬 市
]心商 業」 0.0 44.9 37_8 100.0

郊 0.0 14.5 67.5 100,0

1日 原 町  市
中 心商 業地 0.0 52.9 27,0 100.0

郊 外 0.0 20。3 100.0

平 地 区
中心商 業 20.1 57.2 100.0

郊 0,0 0.0 18.0 24.1 100.0

計
]心商 業す 0.0 0,2 19.4 55.7 23.7 100.0

0.0 0。1 57!7 24.9 100.0

調査概要 図 表①-2 買 物頻度にかかる分析 (食料品)

買
物
頻
度

ほ
ぼ
毎

日

週
３
～

４
回

程
度

週
１
～

２
回

程
度

月
１
回
程
度

半
年
に
数
回

程
度

年

１
回
程
度

計

福 島 市
中 心 48.8 32.5 0.5 100.0

l 40,1 40.2 0。1 100.0

二 本 松 市
81.2 11.5 0.0 100.0

タホ 9 1 . 2 0:0 0.1 100.0

郡 山 市
]心商 業地 42.7 37.3 19.0 0,1 100.0

36.7 40.0 22.4 0。3 100.0

須 賀  川  市
中心F 29,4 39.2 30.6 0.0 100.0

29.3 0.0 100.0

白 河 市
い商 業封 30.6 39.9 29.0 0。2 0.2 100.0

24.7 43.7 31.2 0.0 100.0

会 津 若 松 市
小商 業 J 46.5 32.7 0.2 100.0

36.2 41.4 21.9 0.3 0。1 100.0

喜 多 方 市
コ心商 業 J 36.5 36.5 25,6 1.4 0.0 0。0 100,0

郊 37.0 35.6 26.0 1.4 100.0

旧 田 島 町
中心F 38,8 27.2 0.0 100.0

14,3 33.3 52.4 0.0 0、0 100.0

馬  市
44_1 35.8 0.4 0。4 100.0

‖ 48.1 32.1 0.0 0.0 100.0

旧 原 町 市
44。3 34.4 20.9 0,0 0.0 0.4 100.0

39,3 38.3 22,4 0.0 0.0 100.0

平 地 区
42.4 36.2 0.3 0.0 100.0

外 41.0 36.0 22.9 0.0 100,0

計
]心商 業地 45.6 33.4 0,1 100.0

外 44.5 0.3 0.1 0.0 100.0



買
物
頻
度

富物場 所

従

歩

目

家

用

車 ス

電

車

目

転

車

才

|

卜

イ

計

福 島 市
]心商 業ナ 94.0 100.0

0.2 97.6 100.0

二 本 松 市
]心商 業士 94.6 100,0

95.5 100,0

郡 山 市
心商 業地 93.3 10010

交ほ 100.0

須 賀  川  市
中心商 業地 0。4 98.5 100.0

工策 外 97.4 100.0

白  河  市
中心商業地 100.0

0,0 100.0

会 津 若 松 市
ヨ心商業地 95.5 100.0

外 96.6 100.0

喜 多 方 市
ヨ心商 業地 98.2 100.0

100.0 100.0

旧 田 島 町
]心商 業地 100.0 100,0

0.0 94,4 100.0

相  馬   市
]心商 業地 99.2 100.0

外 98.8 0.0 100.0

旧 原 町 市
]心商 業地 99.3 100.0

外 100:0

平  地   区
]心商 業地 97.0 100,0

外 0.0 99.2 100.0

計
コ心商 業地 93.6 0.8 100.0

郊 96.8 100.0

調査概要 図表①-3 買物に利用する交通手段 (セーターロブラウス)
単位 :%

調査概要 図表①-4買 物に利用する交通手段(食料品)
単位 :%

買
物
頻
度

従

歩

目

家

用

車

′

ス

中弓

車

目
　
転
　
車

オ

|

イ

計

福  島  市
心商業J 100,0

外 87.0 100.0

二 本 松 市
]心商業角 96.0 100,0

郊 96.7 100.0

郡 山 市
中心商業地 81.2 1 100.0

工貧 90.8 100.0

須 賀  川  市
]心商業地 94.9 100.0

‖ 96.6 100,0

白  河  市
中心商業J 94.5 100.0

1.4 96.7 100.0

会 津 若 松 市
:心商業七 81.6 0.0 100.0

外 90,7 100.0

喜 多 方 市
]心商業地 9 1 . 9 100,0

外 95.9 100.0

旧 田 島 町
中心商 業す 93.5 100.0

外 100.0 0.0 100.0

相  馬   市
心商業地 94.9 100.0

12.8 97.2 100.0

旧 原 町 市
心商 業地 95.3 100.0

外 93.9 100.0

平  地   区
1心商業地 89,0 100.0

94.5 100.0

計
コ心商 業」 86.4 100.0

100.0



居住地

買物場所

居住地

買物場所

居住地

買物場所

中心商業地 郊外 中心商業地 交‖タト 中心商業地 郊外

県
北
ブ

ロ
ッ
ク

中
心
部

商業地
202

県
南
ブ

ロ
ッ
ク

中
心
部

商業地
相

双
ブ

ロ

ッ
ク

中

心
部

商業地
1 1 8

8 3 . 7

23

1 6 . 378.0 22.0 76.2 23.8

その他
522

その他 その他
61.3 38.7 33.9 74.3 25.7

交Tタト
968

27.9

2,506

72.1
交‖タト

480

55`0

393

45.0
郊外

636

58.7 41.3

県

中
ブ

ロ

ッ
ク

中
心
部

商業地
305

会
津
ブ

ロ
ツ
ク

中
心
部

商業地
202

い
わ
き
ブ

ロ
ッ
ク

中
心
部

商業地
220

84.0 86.3 13.7 89`8 10.2

その他
337

その他 その他
32.0 64.4 35,6 79.3 20,7

郊 外
981

3 1 , 1

2,173

68.9
郊外

709

47.3

790

52.7
郊外

11066

47.1

1,199

52.9

△
ロ　　　ユ副

中
心
部

商業地
1 . 1 1 1 215

83.8 16.2

その他
2,672 1,245

68.2 31.8

郊外
4,840 7,510

39.2 60.8

調査概要 図表①-5 最寄性の高い品目の買物場所について (食料品)
上段は実数、下段は%

調査概要 図表①-6 最寄性の高い品目の買物場所について (医薬品宮化粧品)
上段は実数、下段は%

居住地

買物場所

居住地

買物場所

居住地

買物場所

中心商業地 郊外 中心商業地 交Fタト 中心商業地 郊外

県
北
ブ

ロ
ツ
ク

中
心
部

商業地
県
南
ブ

ロ
ッ
ク

中
心
部

商業地
相

双
ブ

ロ
ツ
ク

中
心
部

商業地
68.4 316 71.6 75.0 25,0

その他
366

その他 その他
56.7 43.3 63.9 63.2

郊外
1,052 2.397

交Fタト 郊外
470

30.5 69,5 56.2 43.8 56.0 44.0

県

中

ブ

ロ

ッ
ク

中
心
部

商業地
会
津
ブ

ロ
ツ
ク

中
心
部

商業地
165

70.5

6 9

2 9 . 5
い
わ
き
ブ

ロ
ツ
ク

中
心
部

商業地
215

87.8

30

1 2 . 280.5

その他
663

63.8

377

36.3
その他

302
その他

488

77.2 22.7

郊 外
1,089

34.7

2,045

65.3
交Fタト

706
郊 外

1 , 1 1 1 1,137

47.4 52.6 49.4 50.6

△
ロ
　
　
ユ副

中
心
部

商業地
1,005

76.6

その他
2,438 1,433

63.0 37.0

郊外
5,044 7,213

41.2 58.8


